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針方施 政
  平成３１年第１回町議会定例会が開かれ、はじめに町長が平成３１年度の施政方針を説明し

ました。町の運営はどのように進められるのか、５つの重点施策についてお知らせします。

平
成
　
年
度

平
成
　
年
度

31

誇
れ
る
教
育
、
子
ど
も

が
笑
顔
で
い
き
い
き
す

る
ま
ち
づ
く
り

町
民
の
元
気
な
活
動
と

交
流
を
通
し
て
、
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り

マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、

笑
顔
と
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
ち
の
活
力
は
、
な
に
よ
り
町
民

の
皆
さ
ま
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
そ

し
て
そ
の
力
は
次
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
下
市
町
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
住
み
続
け
る
と
共

に
、
若
い
世
代
に
移
り
住
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。
子

育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち

と
し
て
、
子
育
て
と
教
育
の
一
層
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、

幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
良
さ
を

併
せ
持
ち
、
教
育
と
保
育
を
一
体
的

に
行
う
施
設
と
し
て
、
下
市
幼
稚
園

に
お
い
て
整
備
を
行
い
、
来
年
春
の

開
園
に
向
け
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
校
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
具
体
的
な
研
究
と
検
討
を
行

い
、
下
市
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
以

外
の
施
設
を
解
体
し
、
新
た
に
校

舎
、
プ
ー
ル
、
運
動
場
を
整
備
す
る

こ
と
が
教
育
環
境
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
財
政
、
防
災
、
地
域
交
流
な
ど

の
面
か
ら
も
有
益
で
あ
る
と
の
結
果

に
至
り
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
い
て

は
、
高
機
能
で
多
様
な
学
習
環
境
の

提
供
、
安
全
安
心
で
永
き
に
わ
た
り

活
用
で
き
る
施
設
整
備
、
下
市
町
の
中

心
的
活
動
拠
点
と
な
る
環
境
整
備
な

ど
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
設

計
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や

子
育
て
相
談
、
放
課
後
児
童
の
健
全

育
成
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
共

に
、
各
種
予
防
接
種
を
県
内
医
療
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
の
医
療

費
窓
口
負
担
軽
減
の
た
め
の
制
度
改

正
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

教
育
に
お
き
ま
し
て
も
、
「
下
市

町
教
育
大
綱
」
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
町
教
育
行
政
の
充
実
に
向
け
て
、

町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
っ
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
国

際
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
基
礎
と

な
る
よ
う
、
英
語
を
身
に
つ
け
る
教

育
に
従
前
か
ら
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
町
費
講
師
並
び
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
２
名
を
継
続
配
置
し
、
少
人
数
学

校
な
ら
で
は
の
英
語
教
育
や
整
備
充

実
さ
せ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
た

先
進
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
な

ど
、
学
習
活
動
の
充
実
と
活
性
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

栃
原
地
区
を
始
め
、
平
原
地
区
、

才
谷
地
区
、
伃
邑
地
区
、
広
橋
地

区
、
丹
生
地
区
な
ど
地
域
が
主
体
性

を
も
っ
て
取
り
組
む
、
元
気
な
地
域

づ
く
り
事
業
が
年
々
増
え
て
き
て
お

り
、
交
流
や
地
域
内
消
費
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
力
の

向
上
に
向
け
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
24
件
の
登
録
数
、
32
名
の

移
住
・
町
内
転
居
者
が
あ
り
、
今
後

更
な
る
登
録
物
件
の
増
加
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
若
者
を
招
き
入
れ
農

業
に
触
れ
る
援
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

若
者
向
け
の
住
宅
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
も
推
進
し
、
移
住
・
定
住
対
策

に
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
国

内
外
か
ら
来
訪
す
る
教
育
旅
行
の
生

徒
受
入
れ
を
行
う
民
家
ス
テ
イ
や
来

訪
者
の
受
入
れ
を
行
う
民
泊
の
推
進

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
と
交
流
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
情
報
発
信
、
タ
ウ
ン
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

や
地
域
の
人
々
と
多
様
に
関
わ
る
関

係
人
口
の
増
加
も
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
町

政
に
対
し
て
語
り
合
う
「
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
町
内
全
域
で

開
催
し
、
多
く
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
貴
重

な
ご
意
見
を
頂
き
、
町
政
に
反
映
を

し
て
き
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
き
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
新
た
な
テ
ー
マ

を
定
め
、
よ
り
一
層
魅
力
あ
る
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
く

と
共
に
、
頂
い
た
ご
意
見
は
新
年
度

に
策
定
予
定
の
第
２
次
地
方
創
生
総

合
戦
略
に
も
反
映
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
人
材
育
成
は
重
要
な

こ
と
で
す
。
研
修
受
講
の
推
進
な
ど

に
よ
り
町
職
員
の
マ
ン
パ
ワ
ー
向
上

を
図
り
、
行
政
運
営
や
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
更
な
る
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
産
官
学
金
労

言
の
連
携
推
進
や
マ
ン
パ
ワ
ー
の
結

集
に
よ
り
、
高
齢
化
の
中
で
次
世
代

に
継
承
で
き
る
、
未
来
を
見
据
え
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

１

２

３
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高
齢
化
社
会
が
進
み
、
２
０
２

５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
期
を
迎
え
る
時
代
に
な
り
ま

す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
、
認
知
症
対
策
、
生
活

支
援
体
制
の
整
備
、
介
護
予
防
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
検
診
等
健
康
づ
く
り
事
業

及
び
介
護
予
防
事
業
参
加
者
を
対

象
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施

し
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
を

楽
し
み
な
が
ら
事
業
に
参
加
し
て

も
ら
い
健
康
増
進
、
介
護
予
防
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
と
併
せ
て
路

線
バ
ス
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い

外
出
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送
る

上
で
、
生
活
道
路
を
は
じ
め
河
川
、

橋
梁
、
上
水
道
、
下
水
道
な
ど

の
整
備
・
維
持
管
理
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
引

き
続
き
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
、
継
続
的
、
計

画
的
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

下
市
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
に
お

い
て
解
体
を
行
い
、
跡
地
は
小
運

動
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
下
市
中
央
公
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
の
計

画
的
な
修
繕
を
行
い
、
快
適
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
市
町
空
家
等
対
策
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
空
き
家
対
策
全
般

の
協
議
を
行
っ
て
い
く
と
共
に
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
危

険
な
空
き
家
の
解
体
支
援
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
を
踏
ま
え
、
地
域
防

災
力
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
災
害

時
に
は
、
下
市
町
地
域
防
災
計
画

に
沿
っ
て
対
応
し
、
必
要
な
物
資

の
計
画
的
な
備
蓄
な
ど
の
取
り
組

み
を
、
引
き
続
き
行
う
と
共
に
、

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
と

の
連
携
も
一
層
図
り
な
が
ら
、
防

災
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
穏
や
か
な
ま

ち
づ
く
り

健
全
な
行
財
政
運
営

４

５
　

財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
務
的
経
費
の
削
減
に
取
り
組
む

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
今
後
、
当

町
に
お
い
て
大
き
な
行
政
需
要
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
限
り

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
地
方
債

に
つ
い
て
は
、
過
疎
対
策
事
業
債

を
始
め
と
す
る
有
利
な
財
政
措
置

の
あ
る
地
方
債
を
計
画
的
に
発
行

し
、
町
負
担
の
抑
制
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
自
主
財
源
の
根
幹

を
な
す
町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
負
担
の
公
平
性
を
図
る

観
点
か
ら
徴
収
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
度
は
全
国
の
大
勢
の
方

か
ら
、
多
く
の
寄
附
を
頂
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
一
人

で
も
多
く
の
方
に
応
援
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
特
産
品
等
の

充
実
を
図
り
、
下
市
町
の
魅
力
の

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

― 

最
後
に 

―

　

下
市
町
に
は
様
々
な
「
い
ち
ば

ん
」
が
あ
り
ま
す
。
割
箸
発
祥
、

商
業
手
形
発
祥
、
三
宝
の
製
造
、

自
治
体
初
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
、
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

活
動
、
地
域
が
運
営
す
る
ピ
ザ
ハ

ウ
ス
、
地
区
集
会
所
を
活
用
し
た

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
誇
れ
る
も
の
で
す
。
改
元

と
い
う
時
代
の
大
き
な
節
目
と
、

来
年
春
に
は
町
制
１
３
０
年
を
迎

え
る
中
で
、
新
た
な
「
い
ち
ば
ん
」

を
創
り
続
け
る
た
め
、
町
民
の
皆

さ
ま
を
始
め
下
市
町
に
関
係
が
あ

る
方
々
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
こ
の
下
市
町
で
育
ち
、

や
が
て
下
市
町
を
支
え
、
創
っ
て

い
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
私
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。
「
ふ
る
さ
と
が
人

を
育
み
、
人
が
ふ
る
さ
と
を
創

る
」
、
だ
れ
も
が
「
こ
の
ま
ち
に

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
「
こ
の
ま

ち
に
住
み
続
け
た
い
」
「
こ
の
ま

ち
で
夢
を
実
現
し
た
い
」
と
心
か

ら
思
え
る
、
そ
ん
な
「
元
気
な
ふ

る
さ
と　

下
市
」
こ
の
実
現
に
向

け
、
下
市
町
の
町
政
運
営
に
町
民

の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
議
員
各
位
、

町
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

下
市
町
長　

杦
本　

龍
昭
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議
会
だ
よ
り

　
　

 
平
成
31
年
第
１
回
町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
例
会
）

　

平
成
31
年
第
１
回
下
市
町
議
会
定
例
会

が
３
月
５
日
か
ら
12
日
ま
で
の
８
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

諸
報
告

▼
例
月
出
納
検
査
報
告

　

平
成
30
年
11
月
分
、
12
月
分
及
び
平
成

　

31
年
１
月
分

▼
平
成
30
年
度
定
期
監
査
結
果
報
告
書

▼
平
成
31
事
業
年
度
下
市
町
土
地
開
発
公

　

社
予
算
書

▼
議
員
派
遣
報
告
書

議　

案

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
人
事
院
規

則
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
下
市
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
下
市
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
下
市
町
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
良
県
下
一
斉
に
未
就
学
児
に
対
す

る
福
祉
医
療
の
現
物
支
給
制
度
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

▼
下
市
町
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
る
専
門
職

大
学
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
平
成
30
年
度
下
市
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
９
７

８
万
１
千
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出
総
額

を
43
億
５
５
７
１
万
３
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
出
で
は
災
害
復
旧

費
の
減
額
や
不
用
額
の
調
整
で
、
歳
入

で
は
そ
れ
に
伴
う
国
庫
支
出
金
お
よ
び

町
債
の
減
額
で
す
。

▼
平
成
31
年
度
下
市
町
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

　

当
初
予
算
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

42
億
４
千
万
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
31
年
度
下
市
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
億
４
７
３
２
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
31
年
度
下
市
町
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
４
４
６
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
31
年
度
下
市
町
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
を
、　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
億
８
２
５
７
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
31
年
度
下
市
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
８
２
８
６
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
31
年
度
下
市
町
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
、
収
益
的
収
入
３
億
３
１

４
２
万
８
千
円
、
収
益
的
支
出
を
２
億

９
２
７
０
万
１
千
円
、
資
本
的
収
入
を

８
６
５
万
７
千
円
、
資
本
的
支
出
１
億

７
４
０
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

※
予
算
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

◇
吉
井
辰
弥
議
員
か
ら

・
地
域
づ
く
り
団
体
へ
の
町
民
税
の
減
免

処
置
に
つ
い
て

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
つ
い
て

・
下
市
町
事
業
計
画
（
小
中
一
貫
校
整
備

事
業
・
認
定
こ
ど
も
園
・
新
火
葬
場
整

備
）
に
つ
い
て

◇
川
本
和
義
議
員
か
ら

・
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

◇
奥
田
祐
三
議
員
か
ら

・
認
定
こ
ど
も
園
の
今
後
の
予
定
の
確
認

に
つ
い
て
（
進
捗
状
況
に
つ
い
て
）

・
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

・
下
市
町
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
に
つ
い

て
◇
矢
野
和
男
議
員
か
ら

・
下
市
火
葬
場
に
つ
い
て

・
外
出
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
消
防
団
活
動
へ
の
補
助
に
つ
い
て

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
装
置
の
誤
作
動
に
つ

い
て

・
町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

・
受
動
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◇
中
垣
内
敏
博
議
員
か
ら

・
一
昨
年
前
に
来
襲
し
た
台
風
に
よ
る
災

害
復
旧
状
況
に
つ
い
て

・
老
朽
化
し
て
い
る
役
場
庁
舎
に
つ
い
て

◇
前
垣
昇
司
議
員
か
ら

・
周
遊
観
光
を
促
す
町
づ
く
り
等
を
進　

め
る
具
体
的
取
組
に
つ
い
て

・
地
方
創
生
に
向
け
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
と
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

に
つ
い
て

・
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
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平
成
31

度
年

算
予会計別予算額

水道事業会計予算

一般会計 42億4,000万円

歳 入

歳 出

町税
4億7,554万7千円

(11.2%)

地方消費税交付金
9,800万円
(2.3%)

地方交付税
19億3,000万円

(45.5%)

分担金及び交付金
5,646万3千円

(1.3%)

使用料及び手数料
7,211万1千円

(1.7%)

国庫支出金
4億916万3千円

(9.7%)

繰越金
7,000万円
(1.7%)

諸収入
4,502万1千円

(1.1%)

町債
3億6,720万円

(8.7%)

その他
3,381万2千円

(0.8%)

繰入金
4億100万円

(9.5%)

県支出金
2億3,890万9千円

(5.6%)

地方譲与税
4,277万4千円

(1.0%)

議会費
6,491万円
(1.5%)

諸支出金
1,399万4千円

(0.3%)

予備費
2,000万円
(0.5%)

災害復旧費
3億6,209万6千円

(8.5%)

商工費
1,535万2千円

(0.4%)

総務費
5億8,957万8千円

(13.9%)

民生費
9億9,548万7千円

(23.5%)

衛生費
5億1,106万5千円

(12.1%)

土木費
3億5,053万7千円

(8.3%)消防費
2億5,716万6千円

(6.1%)

公債費
5億100万3千円

(11.8%)

教育費
3億9,182万9千円

(9.2%)

農林水産業費
1億6,698万3千円

(3.9%)

区分 予算額 対前年比率
（％）

一般会計 4,240,000 △ 1.8

特別会計 2,027,235 △ 4.7

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険 747,326 △12.1

後期高齢者 114,469 △ 0.5

介 護 保 険 982,576 2.3

下水道事業 182,864 △ 9.0

合計 6,267,235 △ 2.8

予算額 対前年比率
（％）

収
益
的

収入 331,428 7.7

支出 292,701 1.8

資
本
的

収入 8,657 △45.5

支出 174,043 0.6

　歳入その他の内訳
利 子 割 交 付 金 100万円
配 当 割 交 付 金 400万円
株式等譲渡所得割交付金 300万円
自 動 車 所 得 税 交 付 金 600万円
環 境 性 能 割 交 付 金 200万円
地 方 特 例 交 付 金 60万円
交通安全対策特別交付金 50万円
財 産 収 入 371万 2千円
寄 附 金 1,300万円
　 合 計 　 3,381万 2千円

歳 

入
昨
年
に
比
べ
町
税
収
入
は
１
３
７
６
万
７
千
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 

出
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
係
る
費
用
と
し

て
、
６
６
５
０
万
円
を
計
上
。
小
中
一
貫
校

整
備
事
業
設
計
委
託
料
と
し
て
、
２
３
０
０
万

円
を
計
上
。
下
市
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
解

体
に
係
る
費
用
と
し
て
、
４
３
２
５
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
土
木
災
害
復
旧
事
業
に

２
億
７
３
０
９
万
６
千
円
、
住
宅
災
害
復
旧
事

業
に
８
９
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
第
１
回
下
市
町
議
会
定
例
会
で
平
成
31
年
度
当
初
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
42
億
４
千
万
円
で
、
昨
年
の
当
初
予
算
額
に
比
べ
て
７
千
９
０
０
万
円

（
1.8
％
）
減
額
し
た
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：千円）

（単位：千円）
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３
月
17
日
、
広
橋
梅
林
で
「
梅
の
里

山
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
ま
つ
り
を
主
催
す
る
の
は
広
橋
梅

林
育
成
組
合
。
都
市
部
と
の
交
流
促
進

や
地
域
お
こ
し
を
目
的
に
約
20
年
に

渡
っ
て
継
続
し
て
ま
つ
り
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

青
空
市
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
梅
の

種
と
ば
し
大
会
、
茶
が
ゆ
と
甘
酒
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
等
の
行
事
も
各
所
で
実
施

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
を

も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
で
は
、
一
回
り
大
き
く
成
長

し
た
子
ど
も
た
ち
が
卒
園
・
卒

業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

き
ら
き
ら
と
輝
い
た
目
で
卒

園
、
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
４
月
か
ら
の

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
羽
ば
た

き
ま
し
た
。

梅の里山まつり

卒
園
式
・
卒
業
式
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「 空 き 家 相 談 会 」 を 開 催 い た し ま す

改 元 に 伴 う 公 文 書 の 取 扱 い に つ い て

日　　　時　４月１３日（土）　

　　　　　　　セミナー 午後１時～２時　

　　　　　　　相談会   午後２時１５分～４時１５分

場　　　所　香芝市役所

　　　　　　〒６３９-０２９２　奈良県香芝市本町１３９７番地

主　　　催　香芝市・特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ

後　　　援　奈良県 

入　場　料　無料

セミナー参加は予約不要ですが、相談会には予約が必要です。下記連絡先までご連絡ください。

相談会の日以外でも常設の相談員が相談を受付しています。お気軽にお問い合わせください。

問　合　せ　特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ

　　　　　　≪橿原相談窓口≫

　　　　　　〒６３４-００７５　橿原市小房町９-３２

　　　　　　☎ /FAX　０７４４-３５-６２１１　　　　Mail：akiyaconcierge@zeus.eonet.ne.jp

　　　　　　（月～土《日祝定休》午前９時～午後５時）　 HP : http://www.akiyaconcierge.com/

　皇位継承に伴う「元号を定める政令」の施行により、５月１日から「新元号」となる予定です。

町から発出する文書等で、改元日以降の年号を「平成」として表記している場合は、新元号で読み

替えてくださいますよう、ご理解とご協力をお願いします。

　なお、「平成」表記については、法律上の効果は何ら変わることはありません。

　〈読み替え例〉

　　例①「平成」３１年８月　⇒　「新元号」元年８月

　　例②「平成」３２年３月　⇒　「新元号」２年３月

■
奈
良
県
知
事
選
挙

■
奈
良
県
議
会
議
員
選
挙

　

 

投
票
日　

４
月
７
日
（
日
）

■
下
市
町
議
会
議
員
選
挙

　

 

告
示
日　

４
月
16
日
（
火
）

　

 

投
票
日　

４
月
21
日
（
日
）

【
各
選
挙
の
期
日
前
投
票
期
間
】

■
奈
良
県
知
事
選
挙

　

 

３
月
22
日
（
金
）
～
４
月
６
日
（
土
）

■
奈
良
県
議
会
議
員
選
挙

　

 

３
月
30
日
（
土
）
～
４
月
６
日
（
土
）

■
下
市
町
議
会
議
員
選
挙

　

 

４
月
17
日
（
水
）
～
４
月
20
日
（
土
）

【
各
選
挙
の
期
日
前
投
票
時
間
】

　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

【
各
選
挙
の
期
日
前
投
票
場
所
】

　

下
市
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
期
日
前
投
票
所

※
下
市
町
議
会
議
員
選
挙
に
関
す
る
詳   

　

細
は
今
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
４
月
27
日
（
土
）
か
ら
５

月
６
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
南

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
吉
野
病
院
、

五
條
病
院
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

南
和
広
域
医
療
企
業
団

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
７
―

５
４
―

５
０
０
０

　

吉
野
病
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎
０
７
４
６
―

３
２
―

４
３
２
１

　

五
條
病
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎
０
７
４
７
―

２
２
―

１
１
１
２

選
挙
の
日
程

南
和
広
域
医
療
企
業
団
か
ら
の

お
知
ら
せ

４月２７日（土） 休　診
４月２８日（日） 休　診
４月２９日（月・祝日） 休　診
４月３０日（火・休日） 平常どおり外来診療
５月 １日（水・祝日） 休　診
５月 ２日（木・休日） 平常どおり外来診療
５月 ３日（金・祝日） 休　診
５月 ４日（土・祝日） 休　診
５月 ５日（日・祝日） 休　診
５月 ６日（月・休日） 休　診
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下市町保健センターからのお知らせ 場所／下市町保健センター　

問合せ　下市町役場　健康福祉課　保健予防係 ☎ ０７４７-５２-０００１（内線１５９・１６０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６５（直通）  　　

事　　業　　名 日　　　　　　　　　時 対　象　者　・　内　容　等

日本脳炎予防接種 ４月１２日（金）午後１時１５分～１時３０分受付【追加】平成２６年４月２日～平成２７年４月１日生

幼児健診

１歳６か月
児健診

４月２３日（火）
午後１時～１時１５分受付 平成２９年９月１日～平成２９年１１月３０日生

３歳児健診 午後１時３０分～１時４５分受付 平成２７年９月１日～平成２７年１１月３０日生

　

が
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら
わ
が
国
の

死
亡
原
因
の
第
１
位
と
な
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
生
命
お
よ
び
健
康
に

と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
も
が
ん

検
診
を
受
診
し
、
健
康
に
生
活
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時

　

５
月
24
日
（
金
）

　

・
午
前
８
時
30
分
～
11
時
受
付

　
　
　

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　

肺
が
ん
検
診

　

・
午
後
１
時
～
３
時
受
付

　
　
　

大
腸
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診

　
　
　

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

　

５
月
26
日
（
日
）

　

・
午
前
８
時
30
分
～
11
時
受
付

　
　
　

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　

肺
が
ん
検
診
・
歯
科
健
診

場
所

　

下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切

　

５
月
15
日
（
水
）

申
込
・
問
合
せ

　

下
市
町
役
場 

健
康
福
祉
課 

保
健
予
防
係

　

☎ 

０
７
４
７
―

５
２
―

０
０
０
１
（
代
表
）

Ｉ
Ｐ 

０
７
４
７
―

６
８
―

９
０
６
５
（
直
通
）

　

子
ど
も
の
成
長
、
発
達
、
行
動
、
し

つ
け
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
心
配

ご
と
等
、
あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
疑
問

や
悩
み
に
つ
い
て
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
間
予
定
《
予
約
制
》

　

２
０
１
９
年

　
　

５
月
17
日
（
金
）

　
　

７
月
５
日
（
金
）

　
　

９
月
13
日
（
金
）

　

 
 

11
月
15
日
（
金
）

　

２
０
２
０
年

　
　

１
月
10
日
（
金
）

　
　

３
月
６
日
（
金
）

実
施
時
間

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所

　

下
市
町
保
健
セ
ン
タ
ー 

２
階
研
修
室

申
込
み
・
問
合
せ

　

事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

　

奈
良
県
高
田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎ 
０
７
４
５
―

２
２
―

６
０
７
９

【
助
成
対
象
予
防
接
種
】

○
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

（
生
後
６
週
か
ら
3
2
週
ま
で
）

○
お
た
ふ
く
か
ぜ

（
満
７
歳
未
満
）

○
Ｂ
型
ワ
ク
チ
ン

（
１
歳
以
上
か
ら
満
7
歳
未
満
）

※
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
平
成
28
年
10

　

月
１
日
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
し  

　

た
。

問
合
せ

　

下
市
町
役
場 

健
康
福
祉
課 

保
健
予
防
係

　

☎ 

０
７
４
７
―

５
２
―

０
０
０
１
（
代
表
）

Ｉ
Ｐ 

０
７
４
７
―

６
８
―

９
０
６
５
（
直
通
）

が
ん
検
診
を
　
　
　
　
　

　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

定
期
児
童
相
談
　
　
　

　
　
　
　
　（
予
約
制 

）

子
ど
も
の
任
意
予
防
接
種
料
の

　
　
　
　
一
部
助
成
に
つ
い
て
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国 税 職 員 募 集 の お 知 ら せ
～平成３１年度（２０１９年度）国税専門官採用試験～

受 験 資 格　１　平成元年４月２日～平成１０年４月１日生まれの者

　　　　　　　２　平成１０年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者

　　　　　　　　（1）大学を卒業した者及び平成３２年（２０２０年）３月までに大学を卒業する

　　　　　　　　　　見込みの者

　　　　　　　　（2）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格があると認める者

試 験 の 程 度　大学卒業程度

申込受付期間　平成３１年（２０１９年）３月２９日（金）～４月１０日（水）

　　　　　　　原則として、インターネット申込みとなります。

　　　　　　　インターネット申込専用 URL [http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html]

試験日及び試験種目

合格者発表日　第１次試験合格者発表日　平成３１年（２０１９年）７月　２日（火）午前９時

　　　　　　　最 終 合 格 者 発 表 日　平成３１年（２０１９年）８月２０日（火）午前９時

試 　 験 　 地

採用予定人数　１　採用予定数については、別途、人事院ホームページに掲載します。

　　　　　　　２　採用予定数は変動することがあります。

　　　　　　　　　最新情報は人事院ホームページで確認してください。

そ 　 の 　 他　採用に関する情報は、国税庁ホームページ「採用案内」にも掲載します。

　　　　　　　URL ： https://www.nta.go.jp

　　　　　　　　　   　

問 　 合 　 せ　大阪国税局人事第二課（試験係）　

              ☎０６-６９４１-５３３１

　　　　　　　吉野税務署総務課

　　　　　　　☎０７４６-３２-３３８５

　　　　　　　（音声案内に従い ｢２｣を選んでください）

（注）第２次試験の際、人物試験の参考とするため、性格検査を行います。

（注）第１時試験地及び第２次試験地については、それぞれ受験に便利な１都市を選んでください。

近畿地域 その他地域

第１次試験 京都市、大阪市

札幌市、盛岡市、仙台市、高崎市、さいたま市、東京都、

新潟市、松本市、名古屋市、金沢市、松江市、岡山市、

広島市、高松市、松山市、福岡市、熊本市、鹿児島市、

那覇市

第２次試験 大阪市
札幌市、仙台市、さいたま市、東京都、名古屋市、金沢市、

広島市、高松市、福岡市、熊本市、那覇市

試　験 試　験　日 試　験　種　目 解答時間

第１次試験 ６月９日（日）

基礎能力試験（多肢選択式） ２時間２０分

専門試験（多肢選択式） ２時間２０分

専門試験（記述式） １時間２０分

第２次試験

７月１１日（木）～
７月１９日（金） 　
※第１次試験合格通知書で
　指定する日時

人物試験

身体検査
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　この時季は空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。
また、ハイキング・山菜取り等で入山者が多く、特に林野で
の火災が多発する季節でもあります。
  このような林野での火災予防のため、次のことに気をつけ
ましょう。
・木の枝や枯れ草等をやむを得ず焼却する時は、周囲への

延焼に十分注意するとともに、水バケツ等の消火の準備
をすること。

・火気使用中はその場を離れず、終了後は完全に消火する。
・強風時や乾燥注意報発令中には、たき火、枯れ草等の焼

却を行わない。
・山林に火入れをする時は、必ず下市町長の許可を受ける

こと。
・森林の近くでタバコは極力吸わない、また吸殻は必ず消

して投げ捨てない。
・火遊びは絶対しない、させない。

火災・救急は１１９
付いていますか？住宅用火災警報器

奈良県広域消防組合
下市消防署

http://www.naraksk119.jp/

町有地等の売却を入札により行います。
詳細は下記までお問い合わせください。
場　所　下市町大字下市５８番・５９番
案内書配布期間　平成３１年４月１日～４月１５日
　　　　　　　　（土日祝日は配布不可）
問合せ　下市町役場　総務課　町有地等売却係
　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　IP ０７４７-６８-９０６０（直通）

　下市町では、地域の活性化を目的とした活動を実施す
る団体に対し、助成を行っています。
助成対象となる団体
（１）町内で住民活動を行っている団体
（２）原則として５名以上の構成員で構成されている団体
（３）規約または会則を持ち、かつ継続的な住民活動が行
　　 われまたは行われることが見込まれる団体等
助成制度の概要
①活動事業費助成金　助成対象経費×３/４以内
　※対象経費は、事業実施に伴う経費であり、単なる運用
　　経費は対象外
②活動スタート支援助成金
　（設立後２年以内または設立見込みの団体に限る）
　１団体１回限り　１０万円を上限とする
募集期間　４月１日（月）～４月３０日（火）
問 合 せ　下市町役場　地域づくり推進課
　　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　　IP ０７４７-６８-６０７０（直通）
※詳細な説明等は役場で行いますので、まずは電話にてお
　問い合わせください。

　知的障害のある幼児や児童の保護者等に対して、本校の
教育についての理解と認識を深めていただくために説明
会・体験学習を下記のとおり行います。
〈小学部 保護者説明会〉
■対　象　２０２０年４月に小学生となる知的障害のある
　　　　　幼児の保護者
■日　時　保護者説明会
　　　　　５月２３日（木）　午前９時３０分～正午
　　　　　５月２４日（金）　午前９時３０分～正午
　　　　　体験学習
　　　　　６月１３日（木）　午前１０時～１１時３０分
　　　　　６月１９日（水）　午前１０時～１１時３０分
〈中学部　第１回体験学習〉
■対　象　知的障害のある小学６年生とその保護者、　
　　　　　小学校の教員ほか
■日　時　６月５日（水）　午前９時３０分～正午
教育相談のご案内
　 お子さまの日常生活指導・教科指導等特別支援教育に
ついての相談等がありましたらご利用ください。
※事前申込みが必要です。
　（申込みの際に相談日時の調整を行います）
申込み・問合せ　奈良県立大淀養護学校
　 　　　　　　(吉野郡大淀町下渕４１４－１)
　　　　　　　　 ☎　 ０７４７-５２-７６５５
　　　　　　　　Mail   oyodoyougo＠nps.ed.jp

　農業振興地域内の農用地を農地以外の用途に使用する
計画がある場合は、４月３０日（火）までに農用地除外申
請をしてください。
　なお、除外申請が許可された後（約６か月後）、農業委
員会への農地転用申請により許可を受け、転用が可能とな
ります。
申込・問合せ　下市町役場　地域づくり推進課
　　　　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０７０（直通）

　下市町・下市町観光協会では、家族との絆、体験、下
市町の魅力を感じてもらうことを目的に、国内外の修学
旅行生を個人の家庭で受け入れる民家ステイ（教育民
泊）に取り組んでいます。
◆民家ステイってどういうことなの？

　国内外の修学旅行生を町内の家庭に泊まっていただ
いて、生徒(1軒あたり3名程度)と一緒に過ごす生活体
験です。

◆「もし受入家庭になったら何をしたらいいの？」
　生徒と一緒に、食事作り・地域のお店での買い物・
お風呂洗いなどの生活体験をして楽しく過ごしてくだ
さい。大事なのは「交流」と「コミュニケーション」
です。
　受入家庭の皆さんが不安や疑問なく受け入れをして
いただけるよう、セミナーや意見交換会・安全講習会
等を随時開催しています。下市町でも受入家庭の輪を
広げていきたいと考えていますので、ご興味のある方
はぜひお問い合わせください。

問合せ　下市町役場　地域づくり推進課
　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　IP ０７４７-６８-９０７０（直通）

下市消防署からのお知らせ

町有地等の売却を行います平成３１年度下市町地域づくり団体
育成助成金団体募集

農用地の除外申請について

　奈良県立大淀養護学校
説明会・体験学習のご案内

国内外の修学旅行生の受入家庭
（ホストファミリー）大募集！
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営業時間　午前１１時～午後８時
      　　　(受付は午後７時３０分まで)
ごんた食堂
　【平日】
　　午前１１時３０分～午後２時
　　午後４時３０分～７時３０分
　【土・日・祝日】
　　午前１１時３０分～午後７時３０分
　　（ラストオーダー　午後７時まで）
※風呂の日には、お得な当日限定の日替わりメニュ  
　ー『風呂の日定食』がございます。
☆宴会のご利用について☆

　
　宴会のご利用お待ちしています！！
　詳細は、ごんた食堂へ

皆様のご利用を心からお待ちしています。
ゴールデンウイークは休まず営業します。

問合せ
　　下市温泉秋津荘・明水館
　　　☎ ０７４７-５２-２６１９（フロイク）
      　IP ０７４７-６８-９０８１　

ら 
情報く 

Information

 し
 の

予約・問合せ　奈良弁護士会
　　　　　　　中南和法律相談センター係
　　　　　　　☎ ０７４２-２２-２０３５

日　　　　時　４月１６日（火）午後１時～４時
場　　　　所　吉野町役場
予約・問合せ　吉野町役場　町民課
　　　　　　　☎ ０７４６-３２-３０８１ 

場　　　所　大淀町大字下渕６８番地の４
　　　　　　やすらぎビル４階
問 合 せ　☎ ０５０-３３８３-００２５
　　　　　　※無料になる場合があります。
　　　　　　　まずは電話でお問い合わせを。

　２０１９年度の固定資産税の算定の基礎となる固定資
産縦覧帳簿等 (２０１９年１月１日現在) の縦覧を行い
ます。
期　間　４月１日（月）～５月３１日（金）
　　　　※土・日・祝日等の閉庁日は除く
時　間　午前８時３０分～午後５時１５分
場　所　下市町役場　税務課
※縦覧等を希望される方は、土地の所有者、納税者等で
　あることを確認するために本人確認を行います。納税
　通知書、公的機関発行の証明書等、運転免許証、健康
　保険証等の提示をお願いします。代理人が縦覧される
　場合は、委任状が必要です。
問合せ　下市町役場　税務課
　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）　
　　　　IP ０７４７-６８-９０６６（直通）

　近畿税理士会主催の税理士による無料税務相談会が開
催されます。相続税や贈与税、所得税など主に国税につい
ての疑問を解消する機会として、ぜひご活用ください。
日　　時　４月１２日（金）午後１時～４時までの間
場　　所　下市町役場１階　相談室
留意事項　１人あたり３０分程度
　　　　　１回につき４名程度の相談を受け付けいたし
　　　　　ます。（先着順）
※原則予約制ですので、前日までに電話にてお申し込みく

ださい。（当日でも空きがある場合には前日までの予約
なしでも相談を行うことができます。その場合でも電話
にて空き状況のご確認をお願いします。）

予約・問合せ　下市町役場　税務課
　　　　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６６（直通）

日　　　時　毎週木曜日　午後１時～４時
　　　　　　開催日等は直接お問い合わせください。
場　　　所　川上村役場
問 合 せ　川上村役場　住民福祉課
　　　　　　☎ ０７４６-５２-０１１１（代表）

♨今月の風呂の日は26日です

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 5/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

４月の営業日カレンダー
※
〇
印
の
日
が
休
館
日
で
す
。

下市温泉秋津荘・明水館・ごんた食堂
 営業日のお知らせ

中南和法律相談センター無料法律相談
〈県内中南和各地で随時開催しています〉

吉野三町無料法律相談
〈奈良弁護士会所属弁護士による無料相談〉

法テラス南和法律事務所�
〈常駐の弁護士が相談にあたります〉

固定資産縦覧帳簿等の縦覧について�

税理士による無料税務相談�

消費生活相談
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今月のおすすめ本
　
英
雄
を
失
っ
た
島
に
、
新
た
な
魂
が
立
ち
上
が
る
。
固
い

絆
で
結
ば
れ
た
幼
馴
染
み
、
グ
ス
ク
、
レ
イ
、
ヤ
マ
コ
。
彼

ら
は
警
官
に
な
り
、
教
師
に
な
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
な
り
、

同
じ
夢
に
向
か
っ
た
。
青
春
と
革
命
の
一
大
叙
事
詩
。

　
少
額
で
で
き
る
、
勉
強
も
い
ら
な
い
、
ほ
っ
た
ら
か
し
で

O
K
、
リ
ス
ク
は
少
な
め
。
N
I
S
A
や
i
D
e
C
o
を

活
用
し
て
、
確
実
に
お
金
を
貯
め
る
「
長
期
分
散
投
資
」
を

解
説
す
る
。
お
金
を
貯
め
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
・
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
も
紹
介
。

真藤順丈 /著
講談社

内藤忍 /著
ＳＢクリエイティブ

★
宝
島

★
１
０
０
０
円
投
資
習
慣

下市町住宅リフォーム助成制度のお知らせ

　今年度も引続き、下市町内の木材業者（製材所）で購入した、吉野郡内で生産または製材された木材

を使用した、住宅のリフォームを行った方に対して補助金の交付を行います。

〈補助対象となる要件〉
　この補助金を受けるには次の要件すべてを満たす必要があります。

　①下市町に住所を有する方が、下市町内で自ら居住するための住宅並びに同一敷地内にある関連建物

　　の修繕、改修、増改築工事であること。（但し、独立した敷地にある店舗、事務所、工場、倉庫等

　　は対象外です。）

　②下市町内に本社を有する法人又は下市町内に住所を有する個人の施工業者（建設業許可の建築一式

登録者または、大工業で生計を立てている業者）を利用して２０１９年４月１日以降に申請し、

２０２０年３月２３日までに完了する工事であること。

　③下市町内の木材業者（製材所）で購入した、吉野郡内で生産または製材された木材を使用した修

繕、改修、増築工事であること。

　④建築基準法等の関係法令の基準を満たしていること。

　⑤同一世帯全員が町税等の滞納がないこと。

　⑥修繕、改修、増改築に要する費用が２０万円以上であること。

　　（町が実施する他の補助制度の対象部分を除いた工事費）

※借家等の場合は、所有者の承諾が必要です。また、公営住宅は補助対象外です。

〈補助金交付額〉
●当該工事に使用した下市町内の木材業者（製材所）で購入した、吉野郡内で生産または製材された木

　材の購入額とし、最高限度額は２０万円とします。（但し、町が行っている他の補助制度の対象部分

　を除きます。）

●補助金の交付は１回限りとします。（限度額を満たない場合も、後日、残額の申請はできません。）

●本制度の２０１９年度の実施期間は、最終受付を２０２０年１月１５日とし、完成期日を２０２０年

　３月２３日とします。これを超えるものは、補助の対象となりません。

※リフォーム工事の完了検査は、担当職員が実施しますが、工事内容に応じて税務課職員同行で行う場

　合があります。

※補助金の交付は、工事完了後となります。

その他詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

申込・問合せ
　下市町役場　建設課　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）IP ０７４７-６８-９０６７（直通）
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図書館だより
　
お
に
の
お
に
い
さ
ん
、
お
に
く
が
大
好
き
。
今
日
は
節
分
。

お
に
だ
と
ば
れ
な
い
よ
う
に
、
人
間
に
変
装
し
て
レ
ス
ト
ラ

ン
に
出
か
け
ま
す
。
で
も
、町
は「
お
に
」が
つ
く
言
葉
で
い
っ

ぱ
い
！
無
事
に
大
好
き
な
お
に
く
を
食
べ
ら
れ
る
か
な
？

さいとうしのぶ /作・絵
ひさかたチャイルド

★
お
に
の
お
に
い
さ
ん
（
絵
本
）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

　

図
書
館
で
は
電
話
で
の
本
の
予

約
・
延
長
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

　
　
　
　
（
下
市
町
立
図
書
館
）

　

☎
0
7
4
7
―
５
２
―
１
７
１
１

Ｉ
Ｐ
0
7
4
7
―
６
８
―
９
０
８
０

４月の休館日

５月の休館日

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日〜月曜日
　　　　　　午前 9 時〜午後 5 時
★開館時間以外は、玄関脇の
　返却 BOX へお返しください。
  （DVD・ビデオテープを除く）

社
協
だ
よ
り

おはなし会
４月２７日（土）
午後２時

相談内容 場　　所 相　談　日 時　間

行政・人権・心配ごと相談
行政相談委員・人権擁護委員
民生児童委員が相談を受けます。
（電話相談も可）

下市町交流センター
（ごんたくんの家）
☎ 0747-52-6125

４月４日（木） 午後 1 時

3 時
人権・心配ごと相談

人権擁護委員・民生児童委員が
相談を受けます。
（電話相談も可）

下市町交流センター
（ごんたくんの家）
☎ 0747-52-6125

４月１８日（木）

５月１６日（木）

〜

　

都
町
・
幸
町
地
区
の
民
生
委
員
と

し
て
菊
辻
作
公
男
さ
ん
に
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

民
生
委
員
は
、
地
域
で
の
身
近
な

福
祉
の
専
門
家
と
し
て
活
動
い
た
だ

く
も
の
で
す
。
今
後
、
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
地
域
の
社
会
福

祉
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

民
生
委
員
委
嘱
に
つ
い
て

　

い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
月
16
日
～
３
月
15
日
の
期
間

に
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

・
結
婚
内
祝
い
と
し
て

中
本　
　

省
（
新　

住
）
３
万
円

・
出
生
内
祝
い
と
し
て

菊
本　

和
也
（
山　

崎
）
２
万
円

・
供
養
と
し
て

辻
本　

育
代
（
才　

谷
）
２
万
円

（
故
）
山
田
八
重
子
（
阿
知
賀
）
２
万
円

馬
本　

和
代
（
寺　

内
）
２
万
円

橋
本　

忠
俊
（
阿
知
賀
）
２
万
円

村
井　

宏
亘
（
栃　

本
）
３
万
円

上　
　

至
弘
（
阿
知
賀
）
２
万
円
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都市鉱山からつくる！
みんなのメダルプロジェクト回収

受付終了のお知らせ

生活環境課からのお知らせ

高齢者肺炎球菌予防接種料の
一部助成を行いますゴミ袋販売店一覧

※上記一覧以外にも個人・各地区役員様
で販売しているところもあります。 

下市町役場 生活環境課（紫水苑）
 ☎ ０７４７-５２-５９０１

人　口　5,399 人　(－21)
　男　　2,538 人　(－13)
　女　　2,861 人　(－ 8)
世帯数　2,442世帯（－ 5）
　　　　　　（　）内は前月比
　出生　1人　　死亡 10人
　転入  5人　　転出 17人

平成３１年３月１日現在

　 今まで肺炎球菌ワクチンを接種したことがない方
を対象に２０１９年度から２０２３年度までの５年間
に１人１回、定期接種の機会を設けています。
※対象の方には、ワクチン接種券を送付いたします。
【接種期間】
　２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日
【問 合 せ】
　下市町役場　健康福祉課　保健予防係
　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　IP ０７４７-６８-９０６５（直通）

　「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」
は、メダル製作に必要な金属量を確保できる見通し
となったことから、メダルプロジェクトとしての小型
家電回収は２０１９年３月３１日（日）をもって終了
することになりました。
　多くの住民の皆様にご協力いただきました。誠に
ありがとうございました。    

下市町役場　生活環境課（紫水苑）

　２０１９年４月２９日（月）から５月６日（月）までの
期間における「ごみ収集」及び「し尿収集」の臨時収
集日は以下のとおりです。

※し尿の汲み取りは４月３０日（火）～５月２日（木）に収集します。
14

販売地区 販売店名
北　口 二々屋化粧品店
本　町 新谷米穀店　
今在家 更谷印刷
大　峯 フクモリ　下市店　
下　阪 ナカイデンキ　
上　阪 大仙（ダイセン）
栄　町 松場たばこ店　
栄　町 森本酒舗（旧）　
堀　毛 森田タバコ店
田　中 松谷商店（旧）　
田　中 田中市　
新　住 株式会社巴商事　
中　屋 岩崎商店　
西中村 東商店　
原　野 柳原　昭次
善　城 穂迫　幸次
中　村 梶谷　美代治

移動販売車 内田魚店 可燃ごみ袋（大）・（小）のみ販売
新　住 エーコープ 下市店 営業時間（午前９時３０分～午後８時）
町　外 ローソン 大淀町下渕店（２４時間営業）
町　外 ライフ 大淀店営業時間（午前９時～午後１０時）

年齢 対象生年月日
６５歳 昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日生
７０歳 昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日生
７５歳 昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日生
８０歳 昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日生
８５歳 昭和　９年４月２日～昭和１０年４月１日生
９０歳 昭和　４年４月２日～昭和　５年４月１日生
９５歳 大正１３年４月２日～大正１４年４月１日生

１００歳 大正　９年４月１日以前にお生まれの方　　

収集日 ごみの種類 地区
４月２９日（月） 可燃ごみ

（燃えるごみ）
下市A・B、善城、岩森、
阿知賀、小路、新住

５月  ２日（木） 可燃ごみ
（燃えるごみ） 下市町全地区

５月  ６日（月） 可燃ごみ
（燃えるごみ）

下市 A・B、善城、
岩森


